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背 景
• 王滝村は過疎化の進む山間地。
• 人口は約700人。
• 林業の盛んな寒冷地の厳しい
自然によって、忍耐強さや自
立心が培われてきた。

• 生活が困難になっても、福祉
や介護サービスに対する抵抗
が根強い。

高齢者や障害者のための民間サービス
は殆ど無い。

村役場と社会福祉協議会が福祉サービ
スを担っている。

公的サービスでは支えきれない村民や
地域のニーズを探り、地域の人の協力
を得て、今ある地域の資源を活用し、
村民や地域のニーズに応える方法を考
えたい。



目 的
• 動ける認知症の方はＡＤＬが高く、介護
度が低い方が多い。デイサービスなどで
じっと座っていることが苦痛になること
もある。

• この地域では、近くの人が認知症の方の
面倒を見たり、遠方の子どもの家に「危
ないから早く連れて行った方がいい」と
連絡する等、地元の人々の関係性は強い。

• 商店や食堂などの社会資源は少なく、
元々お互いの家を訪れてお茶を飲む習慣
があるので、認知症の方が、親切に接し
てくれる人の家に頻回に出掛けることも
少なくない。



•親族が認知症の方の行動を制限したり、施設入
所を急ぐ例もみられる。周りの人々に負担や迷惑
をかけるという思い込みがあると思われる。
•⾧寿社会となり、認知症状を持つ方が増加して
いる。
•社会生活が難しいと思われる方も、出来ること
を見つけ、役割を持つことで、自分らしさを取り
戻すことができる可能性が高くなる。
•認知症の方への支援は、家族だけでは難しい。

•地域の中で支え合うことが不可欠で、この
仕組みを構築するのが介護福祉士等、福祉の
専門家の役割である。



今回の取組は、住み慣れた場所で生活を続
けるために、役割をもって生きがいになる手
仕事、木工作業、農作業などを行なえる居場
所、好む仕事を活かして多世代とつながる場
を作ることを目的に、どのような取組をした
のかを発表したい。



方 法
要援護台帳の約100人のうち答
えることができる半数の方を、
①身体が不自由な方、
②独居の高齢者、
③認知症のある方

の3グループに分けて、ヒアリ
ング調査を行った。

質問 7項目
•仕事をしてみたい？
•人の手伝いは？
•役に立つことは？
•収入になった方がいい？
•自分のできること、好きなことは？
•誰かと一緒にする方がいい？
•どこでする？

この内容を会話の中から、無理なく答えら
れるように配慮した。

調査１



①身体に
不自由な所のあ
る人の意見

時間はいっぱいある。パソコンはやれる。仕事があるかなあ。
60代身体障害男性

足が痛いし、すぐ忘れちゃってダメよ。作ることは好きだから、みんなでや
ればおもしろいじゃん。80代女性

仕事っていえば、どうかな。僕にやれる包丁研ぎとか差し入れとか。年寄は
当てにされるのが嬉しいと思う。80代男性

立ってられないし、左手もしっかり動かないけど、何かしていたい。寝て
ろって言われてもいやだよ。80代女性

あちこち手術してから、座ってても、腰が痛くなってくる。何かしてたら忘
れてるから、何かしてもいいよ。80代女性

座ってやることあれば、手も使えるから、テレビ見てるよりいいよ。この年
になればお金は欲しくないよ。90代女性

野菜ボランティアをずっとやってきた。人が喜ぶことやりたいよ。90代女性

何かおかず作ってリュックに入れて、友達の家に杖ついて行くのが楽しみ。
そんな仕事あればいいなぁ。80代女性



②独居の高齢者の意見
忙しくしてるのがいい。独りではつまらなくなるから、人の畑のこと手伝うことがいいかな。80代女性

朝、新聞見たら、やること無くなって横になる。冬は畑もないから、手仕事したいよ。90代女性

毎日やることある方がいい。考え出したら、ろくなことは思わん。もらってくれる人があると、畑もつくりがいがある。80代男性

縫物が好きだから、なんでも縫ってやるよ。布もいっぱいある。娘が送ってくるわ。９0代女性

やることが雑になってダメだけど、何か手伝おうか？張り合いがあるといいな。90代女性

仕事はさんざんやってきたから、いやだけど、誰かに食べさせたり、漬け物をあげたりして、楽しんでるよ。９0代女性

娘は、ボケてしまうから、何かやれ、ってうるさい。何か手伝えるかな。80代女性

ボケ防止に、編み物をやっている。迷惑かけないし、人に上げて楽しんでる。仕事になっちゃうとつまらん。90代男性

昔は手間借りって言って、田植えも稲刈りもみんなでやった。粉ひき、えごますりも、みんなでやれば苦にならないわ。80代女性

遊びながらやれることがいい。自由に。70代

今でも頼まれごとはある。忙しい方が楽しい。80代女性



③認知機能に障害のある人の意見

手伝うことがあれば、やるよ。畑も好きだったけど、できんようになって置いた。90代女性

頼まれればいくらでもやるよ。できんことはダメだが、家でぼっーとしてるよりいいよ。80代男性

何でも教えてもらえば、手伝うよ。楽しそうだね。70代女性

何やる？やること言ってくれ。道具もあるぞ。70代男性

畑のことならやるよ。昔は年寄もやることいっぱいあった。えごま乾かして、叩いて、ごみ取ってたよな。80代女性

独りで、ボーとしていると頭がおかしくなる。何かしてる方がいい。何でもするよ。80代女性

僕にできることありますか？役に立てるなら、やります。90代男性

一緒にやると、大変なことでも楽しそうだね。60代女性

できることあるかなー。旅館に勤めたから、掃除とか茶碗洗いとか好きだよ。80代女性



結果

要援護者104人中
50人の聴き取りを
記録した結果、得
意なことや手伝え
ることをしたいと
いう意見が9割以
上の方にあったこ
とがわかった。





調査２

①実際に村内で地域活動をしている
場所を訪ねて、今後の村民とのつな
がり等の要望について聴き取りをし
た。
②現在、古民家で、月1回、声掛け
で集まりを活動している五郎八茶屋
の参加者に、今後の活動計画や希望
を聴き取り、認知症の方が参加する
ことへの意見交換を行った。後日、
言いにくい意見があったことを予測
して、個別にヒアリングも行った。



①村内で空き家を活用して地域お
こしの活動をしている方４人に、
それぞれの活動の様子を聴いた。

•村民のための美術広場を空き家に開設した。
•倉庫の古書を本の展示小屋に改装した。
•村民と触れ合う場に出向いて、高齢者と話が
したい。
•昔の生活の知恵や方法を教えてもらいたい。

という要望や交流を望む意見があった。



空き家の民宿を
村民の美術広場に改造中



農機具の倉庫を改装し、古書を展示
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②五郎八茶屋での話し合い
• 昼食や茶菓子を持ち寄って、好きな手芸品を作って、
今は福祉に寄付したいが、いつまでやれるかはわからな
い。

• 顔見知りの村民なので誰が来ても賑やかでいいが、介
護の人がついてほしい。

• 自分たちも認知症になれば見てほしい。

• 達者な人が、遠慮するのもつまらない。

• やってみて、考えてくれたらいい、やってみないとわ
からない。

• 家族もついて来れるといいかな。

• 五郎八茶屋を一緒に居場所にできるか、別の日に設定
するかは、少人数から試しながら、皆さんの意見で判
断することにした。



考察１
ヒアリング（聞き取り）調査から、要援

護者はなんらかの活動をしたいという要望
が多かったので、活動の場所を確保する必
要があることが確認された。
要援護者の活動への意欲をベースに、ま

だ持っている能力を発揮し、自分の役割を
持ち、同じ村民同士の繋がりを確認できる
自宅以外の居場所をつくる手助けをしてい
くことが必要だと考えられる。
また、村民と繋がる場に関わり、自宅で

もできる仕事なども提案していく必要があ
ると考えられる。



要援護者の居場所と五郎八茶屋での既存の活動を
マッチングすることについては、試行しながら、現
段階ではその善し悪しが測れなかった。
五郎八茶屋の活動は、自主的な声掛けによって広

がっている。そこに、要援護者を参加させるために
は、「顔なじみという関係」を強みにしつつ、既存
の活動主体と要援護者との関係を仲介する専門職の
関りが必要であることが確認された。
また、村内には、地域活動を自由に行っている村

内外の人たちが増えていることを、よく知らないで
いることに改めて気付いたので、季節のおやつ作り
を若い人や子どもと過ごすイベントを五郎八茶屋の
協力メンバーと企画し、実施していくことを相談し
ている。参加費や維持費についても相談も進めてい
る状況である。

考察２



• 注意点として、私自身が公的なサービ
スを現役で提供している立場なので、
一部の村民に協力すると思われること
は、誤解を招く恐れがある。

• 今回のことは、慎重に進めるつもりだ
が、自分自身も村民であることを前提
に、休みを利用して、ボランティアと
して、村民や地域のニーズに敏感に反
応していきたいと考えている。



まとめ
自分は社会福祉協議会で地域の福祉を増進する仕事をしていると
考えてきた。認定介護福祉士研修を修了し、介護の世界、介護を
必要とする人を中心に地域を見ているだけであったことを痛感し
た。介護福祉をベースにさまざまな資源とどのようにつながるの
かという、地域の連携、地域の人と人との関わりという視点に欠
けていたように感じている。

⾧野県立大学の学生が村の「推し活プロジェクト」の活動報告に
おいて、行政が村民より活動に対して冷たかった、と感想を述べ
ていた。自分も、多忙を理由に、村の細かな情報に関心が向かな
かったことも、反省せざるを得ない。

今回の実践を通して、地域支え合い会議に出席しているメンバー
が、縦割りの体質にやる気を無くしていたかもしれないと想像で
きるようになった。村民である自分たちの現在の課題として、真
摯に地域を捉え、地域の強み、弱みを見極め、何が出来るのかを、
村民と一緒に考えていくことが初めの一歩となるのではないのか
と考えている。
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